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佛教大学に、今 まで専任で10年、嘱託で2年 、非常勤講師で2年 勤めさせ
ていただきました。赴任 して最初に辞令を頂 く時、私が近づ くと、当時の高橋
学長が、私より先に丁重に頭を下げ、「お願いします」 と言われました。流石、
宗教学校 と感動しました。これが佛教大学の第一印象です。何回か勤務先を変
えたのですが、それまで辞令を頂 く時は、学長(理 事長)が 無造作に 「ほい」
と手渡すか、妙に威張って御下賜 くださるか、そのいずれかでした。佛教大学
の学風は、丁重で、礼儀正 しく、寛容 という最初の印象は最後まで変わ りませ
んで した。在任中、阪神大震災(私 は神戸在住)、家内の召天など人生の危機
に会 う度に、その感を深 くしました。中でもスクー リングの講義中、敗血症で
倒れた時、適切な処置をして頂きました。5分 遅れれば命が無かった、 と後で






の時、ある哲学者の 「文化はその宗教の表現である」 との言葉が強 く心に残 り
ました。この言葉が、「文化」に対する私の一生の態度を決めた感が します。
高校生の時キリス ト教徒になり、関心の中心は、聖書(キ リス ト教)の 視点か












ネの黙示録』 と 『雅歌』への言及が多いことを知 り、今後、この問題をまとめ
たいと思っています。
佛教大学在任中、充分な仕事が出来ず、申し訳な く思っています。ただ、佛
教大学で最初の修士論文指導学生の持留浩二氏が母校の立派な専任教員 となら
れ、また嶋田美恵子氏がディキンスンで博士論文を完成されました。在任中、
実に、多くのよい学生に恵まれました。感謝の言葉 もありません。
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